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れたように、1970 年代は 8 校、1988 年は 68 校、
1995 年は 143 校になったが、その 5 年後の 2000 年















数が増え、1970 年代には 1 校であったが、2005 年
は 9 校、2009 年は 12 校に増え、現在に至る。学習
者数も大幅に増加し、2005 年は開設大学 9 校のうち
























































































者は、留学生を除く 18 歳から 22 歳までの合計 225
人である。調査対象大学の 1 コマの授業時間は、3 校







グラフ 2)をみると、女子が男子より 2 倍くらい
多く、 
 
グラフ 3)では、ほとんど 1 年生である。 
 
表 1)で、専攻は理工系が文科系よりも多い。 
表 1) 専攻 
O 大学 K 大学 
教育学 経済学 工学 理学 農学 
情報工
学 
56 名 34 名 32 名 14 名 5 名 13 名 
25% 15% 14% 6% 2% 6% 
M 大学 S 大学  






21 名 14 名 12 名 10 名 6 名 8 名 225 名 









































小中高 塾など 独学 歌(K-POP) 




























































































































































































































































































































































































Ⅰ-2）以上の合格者には 8 単位を付与している。 

































































































































































































































































































































































































































































































i 2004 年から 2005 年頃までの期間を「第 1 次韓流ブー
ム」、2009 年から 2011 年頃までの期間を「第 2 次韓流ブ
ーム」という。 
ii 韓国観光公社の調査「韓国観光統計出入国国別月別統
計」によると、渡韓した日本人は 2003 年の 180 万人から
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究数は、1980 年代から 2007 年までは 3 本で、2008 年か
ら 2014 年までは 7 本になる、と引用している。 
iv O 大学は 2016 年 4 月から 1 コマの授業時間を既存の
90 分から 60 分×2 回に変更しているが、本稿では 1 コマ
と数える。 
                                                                
 
 
Korean Language Education as a General Study in Japanese Universities 
‐Based on Survey Results from Korean Language Learners‐�
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This paper clarifies by analyzing the problems of Korean language education as a general foreign 
language taught in Japan based on survey results from Korean language learner questionnaires at a 
university in Okayama Prefecture. The future Korean language education utilizes learning time other than 
by lessons of introduction and uses Hallyu content, e-learning and to study the educational method of 
concurrent education of language and culture, as well as establishing a new curriculum. 
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